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重なり合って支え合う
重層的支援体制スタート

私
た
ち
が
心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、支
え
合
い
が

必
要
で
す
。し
か
し
、 

地
域
社
会

の
担
い
手
が
減
少
す
る
中
、住
民

の
抱
え
る
複
雑
な
課
題
に
対
応

す
る
に
は
、分
野
の
垣
根
を
超
え

た
一
体
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

こ
れ
を
、重
層
的
支
援
と
い
い
ま

す
。美

作
社
協
は
市
よ
り
委
託
を

受
け
、支
え
合
い
の
新
た
な
仕
組

み
と
し
て
、令
和
４
年
度
か
ら
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
、美
作
市
社
協
が
め
ざ

す
支
援
体
制
や
、拠
点
と
し
て
令

和
３
年
度
に
開
設
し
た
総
合
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

重
層
的
支
援
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

住
民
、支
援
者
、行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
例
を
紹

介
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
が

　
重
な
り
合
う
よ
う
に

　
　
　
　
　

  

支
え
合
う

　
　

 

重
層
的
支
援

重
層
的
支
援
体
制
が
始
ま
る
と

　
　
　
　
　
　
　

何
が
変
わ
る
の
？

住
民
の
立
場

高齢者 子ども

障害者 生活困窮

高齢者 子ども

障害者 生活困窮

連携

 窓口が分野ごとに分かれていて、 
どこに相談していいかわからない

各相談窓口が連携し、どの窓口でも
安心して相談ができる ！

？？ ？？

？？ ？？
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なぜ重層的支援に取り組むのか

少
子
高
齢
化
に
よ
り
支
援
が
必

要
な
方
の
人
数
が
増
え
る
な
か
、施

設
や
病
院
で
は
な
く
自
宅
で
の
生
活

を
選
ぶ
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、核
家
族
化
や
働
き
方
・

価
値
観
の
多
様
化
、地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
に
よ
っ
て
社
会
的
に
孤

立
す
る
方
が
生
ま
れ
や
す
く
な
っ
て

お
り
、い
か
に
そ
れ
を
防
ぎ
、す
べ
て

の
方
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ

る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、誰
も
が
安

心
し
て
暮
せ
る
地
域
共
生
社
会
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、行
政
や

民
間
団
体
、そ
し
て
地
域
が
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　

  

過
ご
せ
る
よ
う
に

一
方
で
、支
援
制
度
や
相
談
窓
口

は
支
援
の
対
象
者
に
よ
っ
て
分
け
ら

れ
て
お
り
、ど
の
制
度
に
も
当
て
は

ま
ら
な
い
方
や
複
合
的
な
課
題
に
つ

い
て
は
対
応
が
難
し
い
面
が
あ
り
ま

し
た
。そ
こ
で
、よ
り
多
く
の
方
々
を

支
援
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
重

層
的
支
援
体
制
の
整
備
を
国
が
提

唱
。重
層
的
支
援
体
制
は
、地
域
の

皆
さ
ん
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課

題
に
対
し
て
幅
広
く
支
援
す
る
制

度
で
す
。

美
作
市
社
協
で
は
今
年
度
か
ら

本
格
的
に
支
援
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、支
援
が
必
要
な
方
々
が
社
会
か

ら
孤
立
し
な
い
よ
う
、地
域
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。福
祉
制
度
の
枠
組
み
や「
支
え

手
と
受
け
手
」、「
官
と
民
」と
い
う

関
係
性
を
越
え
た
支
え
合
い
の
体

制
を
構
築
し
ま
す
。

制
度
の
は
ざ
ま
に

  

取
り
残
さ
な
い
た
め
に

社
協
・
行
政
の
立
場

介護保険 障害福祉

生活保護 ない…

介護保険 障害福祉

生活保護 新しい支援

！

支援したいのに、どの福祉サー
ビスにも当てはまらない

地域やさまざまな団体と協力して、
支援の手段を構築できる

支
援
者
の
立
場！

複雑な課題への支援は、どの
支援者がどの役割をすれば
いいのかわからない

美作市社協が支援者同士を調整
し、チームで連携して支援できる

支
援
が
必
要
な
方

支
援
が
必
要
な
方

支
援
者

支
援
者支

援
者

支
援
者

支
援
者

支
援
者

連携

どうすれば…？×

×

×
？？？
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美
作
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

た
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社

協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、住
民

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
す
る
重

層
的
支
援
体
制
の
拠
点
で
す
。

こ
れ
ら
の
相
談
窓
口
は
、従
来

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
生

活
困
窮
者
相
談
窓
口
の
機
能
に
加

え
て
、①
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い

相
談
を
受
け
、②
支
援
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
、支
援
関
係
者
を

つ
な
ぐ
調
整
を
行
う「
多
機
関
協

働
事
業
」、③
制
度
の
狭
間
を
埋

め
る
社
会
資
源
を
開
発
し
て
つ
な

げ
る「
参
加
支
援
」、④
引
き
こ
も

り
等
の
方
に
支
援
を
届
け
る「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」、そ
し
て
⑤
こ

れ
ま
で
本
会
が
地
区
社
協
や
地
域

住
民
と
共
に
進
め
て
き
た
サ
ロ
ン

や
通
い
の
場
の
活
動
に
生
活
課
題

を
抱
え
る
人
が
地
域
と
つ
な
が
り

が
持
て
る
よ
う
な
機
能
を
加
え
る

「
地
域
づ
く
り
事
業
」の
５
つ
を
一

体
的
に
実
施
し
ま
す
。

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は

社
会
福
祉
士
、保
健
師
、介
護
支

援
専
門
員
を
は
じ
め
、多
機
関
協

働
事
業
を
担
当
す
る「
相
談
支
援

包
括
化
推
進
員
」を
配
置
し
、社

協
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ

や
各
支
援
機
関
と
連
携
し
て
相
談

者
の
方
に
寄
り
添
い
な
が
ら
伴
走

支
援
を
行
い
ま
す
。

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
社
協
地
域

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

美
作
市
社
協
で
は
重

層
的
支
援
の
一
環
と
し
て

市
民
や
地
域
の
あ
ら
ゆ

る
困
り
ご
と
を
丁
寧
に

受
け
、適
切
に
各
窓
口
へ

つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。相
談
を

受
け
た
職
員
が
自
分
の

担
当
業
務
以
外
の
内
容

で
も
積
極
的
に
話
を
聞

く
こ
と
で
課
題
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
る
な
ど

各
支
援
機
関
全
体
で
取

り
組
め
る
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、重
層
的
支
援
に

関
す
る
職
員
研
修
を
定

期
的
に
開
催
。相
手
の
立

場
に
立
ち
、共
感
し
な
が

ら
話
を
聞
く
こ
と
や「
他

に
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。」と
声
掛

け
を
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

丁
寧
に
受
け
、適
切
に
つ
な
ぐ

重層的支援をどう実現するのか
美作市社協は重層的支援体制をどう実現していくのか、

取り組みをご紹介します。

美作保健センター内に
総合相談支援センターを設置

相談支援包括化推進員が
相談を受けている様子

4



中央共同募金会赤い羽根福祉基金２０２２年度
助成事業に、美作市社協の「招（商）福連携による

移動販売モデル事業」が選ばれました。
昨年７月から、東粟倉地域で毎週2回実施している「招（商）福連携による移動販売事業」は、①
高齢者等の買い物困難者への支援。②障害のある人や引きこもり、ニート等生活に課題を抱える
人が、販売員や補助員として参加し、社会参加や就労体験の機会を提供する。③定期的に、社協
職員や包括支援センターの職員が同行することで、市民が気軽に困り事を相談できる環境づくり
を行う。という３つの異なる課題を、移動販売を通じて解決を試みる仕組みです。
美作市社協は、本事業の更なる充実を図るために、事業全体の調整役となるコーディーネー

ターの配置と参加者の送迎車両の整備等を行い、より多くの障害者やひきこもり等生活に課題を
抱える人たちの移動販売への参加の機会を提供するとともに、市内の就労継続支援事業所で生
産した野菜や加工品等の販売代行の仕組みを作る計画を策定し、事業申請をしました。
この計画が、「生きづらさを抱えた人をはじめ多様な主体の参画による地域共生を目指した事
業として、中山間地域における課題解決に向けたモデル性が高い」と評価され、中央共同募金会
が行う「赤い羽根福祉基金２０２２年度助成事業（全国139団体申請）」の５団体に選ばれ、令和4
年4月19日助成決定授与式があり、662万円の助成決定を受けました。
今後は、その３つの課題解決に向け事業を継続するとともに、移動販売に参加している障害者
等が、地域の高齢者のちょっとした困りごとをお手伝いするような取り組み（例えば、高齢で収穫
できなくなった柿等を一緒に
収穫するなど）を展開して参
ります。
その他、本事業を通じて、
地域の中で誰もが役割を持
ち、支えたり、支えられたりす
る『地域共生社会の実現を目
指した』地域づくりを地域の
皆様と一緒に行いたいと考え
ています。

「障害者地域活動支援センターなごみ職員からのメッセージ」
移動販売がスタートして約１年が経ちました。最初はなごみ利用者も袋詰めに戸惑う
感じでしたが、地域の皆さんが優しく見守って下さり、最後に「ありがとう。」と、優しく声
をかけて下さるので、それが利用者の励みとなっています。なごみの利用者は、移動販売
に参加する事が「楽しい。」「また行きたいです。」と、話されています。袋詰めが苦手だっ
た方も、ゆっくりではありますが袋詰めが出来るようになったり、お礼がなかなか言えな
かった方が、お客様に「ありがとうございました」と、荷物を渡せるようになり、それぞれ
に出来る事が増え、利用者の方にとって本当に良い経験になっています。
今後も移動販売に参加する利用者が増え、地域の方との繋がりも増えていく事を楽し

みにしています。

なごみ利用者が袋詰めを手伝う様子
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社会福祉法人 美作市社会福祉協議会
令和4年度会員加入のお願い

美作市社協は、美作市や岡山県社協からの補助金や受託金を大きな財源としており、この他
にも共同募金配分金や在宅福祉サービス事業などを実施し、活動財源の確保に努めています。
また、行政の福祉施策とは違った住民主体の地域福祉活動を実施する財源として、社協会費
や寄附金の自主財源の確保が重要となっています。
社協会費は、市民の皆様を対象とした会員制度を採って、地域福祉推進に取り組む美作市社
協の運営や事業への参加・協力を財政面でお願いするものです。
本年度も、美作市の地域福祉の充実を図るためにも、趣旨をご理解の上、多くの皆様に社協
会員にご加入いただき、ご支援くださいますようお願いいたします。
社会福祉協議会では、年間を通じて会員を募集していますが、７月１日～８月31日は、『強化
月間』として位置づけております。本年度も社協会員制度の趣旨にご理解いただき、ご協力よろ
しくお願いいたします。

会員とは？
社協の事業をご理解いただき、財政的支援をしていただける方のことです。
●会員会費は３種類あります

なぜ会費が必要なの？
社協では、「地域住民による地域住民のための支えあい制度」として、会費制度を設けていま

す。会員の皆様からご協力いただく会費によって当社協及び、地区社協等が行う事業が支えら
れ、美作市の福祉のまちづくりを進めていくことができます。
多くの皆様にご理解をいただき、会員加入というかたちで、地域福祉活動を応援していただ

きますようよろしくお願いいたします。

地区社協とは？
美作市には現在31の地区社協が組織されています。地区社協では、行政や公的な制度・サー

ビスでは対応しきれない地域の福祉課題に対し、自治会役員、民生児童委員、愛育委員、栄養
委員、ボランティアなどの福祉関係者が参加し、横の連携を取りながら、おたがいさまネット事
業（一人暮らし高齢者等のお宅への月１回以上の定期訪問）や救急医療情報キットの設置活動、
ふれあいサロンへの助成などの他、それぞれの地域特性に応じた様々な福祉活動が行われて
います。
会費の配分金はこの様な地区社協活動を支える重要な活動資金となっています。

普通会員

賛助会員

特別会員

1,000円

3,000円

5,000円

市　民

市　民

企業・法人等

毎年、地区社協などを通じて戸別に会員加入を
お願いしています

社会福祉協議会の事業にご賛同いただける個
人の方々にご協力をお願いしています

社会福祉協議会の事業にご理解・ご賛同いただ
ける企業・法人等にご協力をお願いしています

年　　額 主な対象 内　　容
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令和４年５月２５日（水）から２７日（金）にかけて、プロジェクトに参加されるサロン代表者
に向けて、トマトの育て方についての説明会を開催しました。
『プランターでつながるスマイルプロジェクト』で使うトマトの苗は、NPO法人美作自立
支援センターが種から育てられたもので、説明会当日には職員の方が育て方について説
明をしてくださいました。
５会場で開催した説明会には、サロン代表の皆さんがたくさん来場され、トマトの育て方
について熱心に耳を傾けていました。
また、市内の小中学生に作成してもらったプランターに添えるメッセージカードを一緒

に配っており、子供たちが描いたメッセージや絵を見ながらトマトの世話をすることで、こ
れまで以上に住民同士の会話が増えたり、また子供たちが自分の書いた絵を見つけて高
齢者に声を掛けたり、地域のつながりを広げる活動になればと考えています。

プランターでつながる
スマイルプロジェクト始動

市内各地で実施した配布会の様子（大原公民館）メッセージカードを添えたプランター

説明会の様子（作東長寿センター）
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漢方と健康相談のできる店
当店では、様々なお悩みに漢方薬・栄養補助食品によ
る改善のお手伝いをさせていただきます。諦めていた
症状もご相談ください。
不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方

目でお悩みの方
置 き 薬 配 達

慢性皮膚疾患でお悩みの方

詳しくはHP http://yamamoto-yakkyoku.com

有（ ）山本薬局
美作市栄町183 （林野駅近く）所
8:00～19:00営 日・祝休

☎0868-72-0256

51

至美作 IC

明見トンネル
R179

R179
至湯郷

美作
警察署

至津山
林
野
駅

●★
山本薬局

カット（顔そり・シャンプー） 

ファミリー割引は2名で
300円、3名で500円を
総額から割引いたします。

理美容師急募（中習・技術者）
性 別・年齢不問

（サロンぺぺ  ☎0868-72-9800）

大人 2,530円
（
税
込
）

65歳以上（シルバー割引） 
（
税
込
）2,090円

美作市総合相談支援センターからのお知らせ美作市総合相談支援センターからのお知らせ

連絡先 TEL:73-0330美作市総合相談支援センター 美作市北山390-2
美作保健センター内

　「介護者のつどい」は、在宅などで介護をしている方を対象に、介護に役立つ知識を身につけたり、
抱えている悩みなどを相談しあえる場です。ご希望の方は送迎も対応致します。

介護者のつどい 開催のお知らせ

▶ 介護者のつどい
勝田地域 大原・東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

日時

時間

場所

7月12日（火）
10：00～11：30
やまゆり苑
75-3601

日時

時間

場所

7月20日（水）
10：00～11：30
大原保健センター
78-0509

日時

時間

場所

7月22日（金）
13：30～15：30
世代交流
多目的ホール
73-0330

日時

時間

場所

7月7日（木）
10：00～11：30
作東長寿センター
75-3780

日時

時間

場所

7月15日（金）
9：30～12：00
英田保健センター
74-2488TEL TEL TELTEL

TEL

★ 家族の介護に疲れてしまった 　　　
★ 介護保険のことが知りたい
★ 贅沢していないのに毎月の生活費が足りない  

★ 何にいくら使っているのかわからない
★ 子どもの進学っていくら位かかるの？
★ 収入に比べて、返済が多い

相談員が丁寧に、「家計」や「介護」のことなど、一人ひとりの悩み
に応じた解決策を一緒に考え、お手伝いをします。
来所できない方については、直接出向いて相談をお伺いします。
一人で悩まずに、まずはご相談ください。

7月22日（金）・8月23日（火） 13時～16時 ※要予約

美作市社協各地域ステーション（連絡先等は13ページに記載）

対 象 者

開催日時

場　　所

（家計相談は、生活保護を受給している方は対象外です）
美作市内に在住で家計や介護に関する悩みのある方

～家計・介護相談会～一人で悩んでいませんか？相談無料
秘密厳守
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ニ
コ
と
笑
顔
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
様

子
を
拝
見
す
る
と
、こ
の
活
動
を
し
て

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
生
き
生
き
と
自
分

の
事
と
し
て
活
動
し
て
い
る
姿
に
、私

自
身
や
り
が
い
を
覚
え
る
と
同
時
に
大

き
な
喜
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　

体
調
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、次

世
代
を
育
て
な
が
ら
、多
く
の
方
に
元

気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
落
ち

着
い
て
、気
兼
ね
な
く
皆
さ
ん
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。体
調
や
心
を
整
え
る
た
め
に
も
、ぜ

ひ
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
て
、み
ん
な

で
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
は
、な
か
な
か
跡
継
ぎ
が
み
つ
か

ら
ず
、会
の
存
続
維
持
の
た
め
に
、今
も

な
お
現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
や
興
味
の
あ
る
方

に
声
を
か
け
つ
つ
地
域
活
動
に
努
め
、

若
い
世
代
の
方
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
と
楽
し
く
活
動
し
て
参
加
し

て
頂
け
る
方
は
お
気
軽
に
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

　

英
田
地
域
に
お
住
ま
い
の
松
村 

繁

さ
ん
は
、60
歳
で
退
職
後
地
域
に
お
い

て
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在 

民
生
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
英
田
支
部 

副
支
部
長
や
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン「
英
田

青
野
元
気
会
」代
表
を
さ
れ
て
お
り
、

地
域
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
い
き
い
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
る

松
村
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、そ
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

松
村
　
繁
さ
ん

輝くボランティア
ボランティアさん インタビュー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　

ず
い
ぶ
ん
前
に
な
り
ま
す
が
、地
域

の
方
か
ら
誘
い
を
受
け
、活
動
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、全
員
が
仲
良
く
、

楽
し
く
生
き
生
き
と
高
齢
者一人一人
に

熱
心
に
係
わ
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
楽

し
そ
う
で
し
た
。自
分
も一緒
に
し
て
み

た
い
と
思
い
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
お
世
話
や
地
域
美

化
活
動
、小
学
生
の
通
学
見
守
り
、サ

ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン「
英
田
青
野
元
気
会
」で
は
、体
操
や
、

お
食
事
会
・
茶
話
会
・
囲
碁
ボ
ー
ル
な

ど
活
動
を
し
て
お
り
、夏
休
み
に
は
、地

域
の
子
供
達
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
と
し
て
、小
学
生
の
通
学

歩
き
見
守
り
を
行
っ
て
お
り
、入
学
当

初
の
１
年
生
は
歩
き
が
ま
ま
な
ら
な
い

の
で
す
が
、夏
ご
ろ
に
は
追
い
つ
く
こ
と

が
で
き
な
い
く
ら
い
、き
ち

ん
と
元
気
に
歩
い
て
お
り
、

子
供
達
の
成
長
を
微
笑
ま

し
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
続
け
る
中
で

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　
サ
ロ
ン
活
動
に
お
い
て
は
、

参
加
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ん
と一
緒
に
体
操
や
食
事
が

で
き
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
ニ
コ

地域の美化活動がんばってます

みんなで楽しく囲碁ボール

☆優秀な人材募集中☆
システムエンジニア及び、
ケーブルテレビスタッフを随時募集しています

（ケーブルテレビスタッフは、番組制作等の仕事です。未経験者歓迎。）

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築
■インターネット接続サービス業（RELNET）
■CATV 運営
☆スマホ、タブレット向けプログラム開発

株式会社RELATION（リレーション）
本社　岡山県津山市東一宮46-10
TEL.0868-27-7744
http://www.rel-ltd.com/
recruit@rel-ltd.com

引越し 家具の移動
事務所移転
県外運送可

引越し

合同会社タムラ
☎0868-72-1525

〒707-0003　岡山県美作市明見801-1
お気軽に
お問い合わせください

◉引  越  し
　◉買物代行
　　◉配　　達

軽貨物運送業承ります

学生・単身・一般

【
英
田
地
域
】
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「
魔
法
の
薬
」は
暴
力
息
子

も
だ
ま
ら
せ
る
？！

昨
年
、人
お
こ
し
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

に
入
居
し
た
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、入
居
前
の
家
族

と
の
関
係
を
聞
い
て
み
ま
し
た

（
図
１
）。す
る
と「
対
立
」「
暴
力

ま
で
至
っ
た
」方
、合
わ
せ
て
な
ん

と
約
40
％
。実
際
、本
人
や
親
御

さ
ん
か
ら
聞
く
話
は
壮
絶
で
、中

に
は「
包
丁
」「
警
察
」な
ん
て
物
騒

な
ワ
ー
ド
も
。

「
そ
ん
な
暴
力
息
子
を
全
国
か

ら
集
め
と
る
ん
か
・・
」っ
て
思
い

ま
し
た
か
？

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。わ

た
く
し
、不
良
少
年
た
ち
を
力
で

屈
服
さ
せ
る
よ
う
な
武
闘
派
と
は

程
遠
く
・・
か
と
い
っ
て
助
さ
ん
角

さ
ん
の
よ
う
な
ツ
ワ
モ
ノ
ス
タ
ッ

フ
が
脇
を
固
め
て
い
る
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。で
は
ど
う
や
っ
て
、

そ
ん
な
物
騒
な
若
者
た
ち
を
従
わ

せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、例
の「
薬
」

の
効
果
・・・で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

正
解
は「
な
に
も
し
な
い
」ん
で

す
。な
ぜ
な
に
も
し
な
い
か
と
い

う
と
、「
彼
ら
が
な
に
も
し
な
い
」

か
ら
。こ
れ
ま
で
人
お
こ
し
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
入
居
し
た
66
人
、誰
一
人

と
し
て
暴
力
な
ど
ふ
る
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。み
ん
な
と
て
も

ま
じ
め
で
温
厚
、む
し
ろ
暴
力
を

毛
嫌
い
し
て
い
る
人
の
方
が
多
い

く
ら
い
で
す
。

で
は
そ
ん
な
彼
ら
が
な
ぜ
暴
力

を
？
そ
れ
は
つ
ま
り
、そ
れ
ほ
ど
の

ス
ト
レ
ス
が
彼
ら
に
か
か
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

本
人
：「
働
き
た
く
て
も
働
け
な

い
・・
」「
将
来
生
き
て

い
け
る
か
不
安
・・
」

家
族
：「
な
に
を
甘
え
と
る
ん

じ
ゃ
！
」「
同
級
生
の

◯
◯
君
は
立
派
に
働

い
と
る
が
な
！
」

そ
う
。誰
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い

ん
で
す
。自
分
の
状
況
を
、気
持
ち

を
。し
か
も
一
番
身
近
に
い
て
一
番

の
理
解
者
で
い
て
ほ
し
い
親
が
、

理
解
し
て
く
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
自

分
を
責
め
続
け
る
。そ
ん
な
日
々

が
３
６
５
日
続
い
た
ら
・・
手
近
に

あ
る
も
の
の
一つ
く
ら
い
投
げ
飛

ば
し
た
く
も
な
り
ま
す
。「
だ
れ
か

わ
か
っ
て
く
れ
よ
！！
」っ
て
大
声
で

叫
び
た
く
も
な
り
ま
す
。そ
し
て

「
包
丁
」や「
警
察
」は
そ
の
延
長

線
上
に
あ
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
、そ
の
極
限
の
ス
ト
レ

ス
か
ら
解
放
さ
れ
、同
じ
経
験
を

し
た
仲
間
た
ち
が
い
て
、理
解
し

て
く
れ
る
大
人
た
ち
に
見
守
ら
れ

て
い
た
ら
、も
う
そ
ん
な
物
騒
な

ア
イ
テ
ム
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。あ

と
は
ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
や
っ
て
き

た
青
春
を
取
り
戻
し
、社
会
へ
の一

歩
を
踏
み
出
す
だ
け
。

そ
う
、魔
法
の
薬
に
は
い
ろ
ん

な
効
能
が
あ
る
ん
で
す
。

「ひきこもり」支援の現場から「ひきこもり」支援の現場から
NPO法人山村エンタープライズ　事務局長　能登大次

 の   と  ひろつぐ

寄稿コラム

入居前の家族との関係　　　　　　　　　　　卒業者家族向けアンケート｜２０２１年７月実施

挨拶やちょっと
した会話程度
23%

対立状態
15%

暴力あり
23%

良好な信頼関係
35%

会
話
な
し　
4%

４割以上が、家庭内不和あり

（図１）
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終活のためのエンディングノート
　　  「私の生き方ノート」の販売についてお知らせ
　美作市社協では、自分の意思を伝えることができなくなってしまった時や
亡くなった時のためにプロフィールや自分史、現在の健康状態、葬儀•お墓に
ついての希望、その他気がかりなことなどを書き記しておくことができるよう、
「私の生き方ノート」を作成しました。

はどうして必要なの？
「こんな老後を過ごしたい！」を実現させるために…
事故や病気によって、意識不明になることや、
意思表示ができなくなることもあります。

「私の生き方ノート」
1 部・200 円で販売しています。
購入は美作市社会福祉協議会

各地域ステーションへ

●今の自分の想いや希望を整理できる
●自分らしく過ごすために、今ある気がかりを解消し、安心につなげられる
●万が一のときに、周囲の人が困らないように備えられる
●何に備えておけばいいのか、整理する内容がわかる

メ
リ
ッ
ト
自分の今後や、最期について考えること、
家族で話し合うことは、なかなかきっかけが掴めないものです。

遺言書のような法的効力は持ちませんが
きっかけの一つとして、『最期』を悲しいことではなく、
自分や家族の『安心』や『幸せ』という前向きなキーワードから、
“私の生き方ノート＂を活用してみませんか。

エンディングノート

Facebookでの情報発信について
美作市社会福祉協議会では、これまで「ホームページ」や

「社協だより」などを通じて、地域福祉に関する情報発信を
行ってきました。より多くの地域住民の方に地域福祉につ
いて知ってもらいたい、美作市社協を身近に感じてもらい
たいという思いから、この度Facebookによる情報発信を
始めることになりました。
フォローして、ぜひ投稿をチェックしてみてください。

https://www.facebook.com/mimasakasyakyo 検 索

11

いいね！

シェア



３．試験日時・試験内容　　　
　  第１次試験：令和4年８月　6日（土）　午前9時～1２時頃　筆記試験・小論文
　  第２次試験：令和4年８月２3日（火）　午前9時～1２時頃　個人面接・口述試験（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）

４．受験案内・採用試験申込書の配布について
受験案内・採用試験申込書は、美作市社会福祉協議会本所にて配布します。また、美作市社会福祉
協議会ホームページ（http://www.mimasakasyakyo.jp）からもダウンロードできます。

美作市社会福祉協議会 
令和５年４月採用の職員採用試験について

美作市社会福祉協議会 
令和５年４月採用の職員採用試験について
社会福祉法人美作市社会福祉協議会職員採用試験を次のとおり実施します。

決して事務職の雇用ではありません。福祉の専門職として、地域に出向き情熱を持って美作市
社会福祉協議会が掲げる「みんなで支え　みんなで築く　福祉のまち美作」を目指し、地域住民
の方やボランティア、福祉・保健・医療等の多様な機関と共に地域福祉を推進できる人を求めて
います。昨今の社会情勢（少子高齢化、貧富の格差、家庭機能の変化、障害者の自立と社会参加
など）や地域の繋がりが希薄化している中で、自分にできることは何かを考え、美作市の地域福
祉に貢献したいという思いを存分に発揮して頂きます。是非、美作市社会福祉協議会の職員採用
試験にご応募ください。

１．受付期間
　  令和４年６月20日（月）～７月２０日（水）（必着）

２．試験区分・採用予定人数・受験資格等

下記の要件を満たすことが必要です。
令和５年4月採用の方
（昭和３8年4月2日以降に生まれた方）
・ 普通自動車免許を有する方
・ 高等学校卒業以上の学歴を有する人
・ 保健師、社会福祉士、精神保健福祉
士、介護支援専門員の何れかの有資
格者（資格取得見込者を含む）、又は
社会福祉事業に熱意がある方

申込み・問合せ先
〒709-4234　美作市江見280番地（作東長寿センター内）
　　　　　　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会　総務企画課
　　　　　　　電話０８６８－７５－２６２２

★美作市社会福祉協議会は、次のような人材を求めています★

職　    種 採用予定人数 受　　験　　資　　格 勤務場所

社会福祉協議会
に関する
業務全般

（事務・専門職）

1名程度

美作市社協
本所又は
各地域

ステーション等
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５
月
26
日（
木
）、土
居
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
で
、「
プ
ラ
ン
タ
ー
で
つ
な
が

る
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ト
マ

ト
の
苗
を
、サ
ロ
ン
代
表
の
方
か
ら

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
す
る
と

こ
ろ
を
取
材
し
ま
し
た
。和
気
あ
い

あ
い
と
ト
マ
ト
の
苗
植
え
が
行
わ

れ
、久
し
ぶ
り
に
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん

で
集
ま
れ
た
こ
と
を
喜
ば
れ
て
い
ま

し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、地
域

の
皆
さ
ん
の
見
守
り
や
声
掛
け
に
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

右　

手

右　

手

久　

賀

余　

野

真
加
部

真
加
部

河　

内

矢　

田

小　

畑

下
庄
町

下
庄
町

西　

町

西　

町

川　

上

笹　

岡

長
畑　

弘
道
様

（
亡　

登
志
子
）

小
椋　

一
博
様

（
亡　

美
代
子
）

森　
　

通
博
様

（
亡　

文　

子
）

大
田　

勲　

様

（
亡　

太
田　

文
子
）

坂
元　

憲
治
様

（
亡　

時　

子
）

豊
田　

浩
士
様

（
亡　

寿　

夫
）

出
口　

行
恵
様

（
亡　
　

實　

）

鷹
取　

学　

様

（
亡　

敏　

子
）

児
島　

二
三
春
様

（
亡　

は
る
ゑ
）

押
田　

光
敏
様

（
亡　

光　

士
）

福
原　

巧　

様

（
亡　

信　

子
）

小
松　

寛
己
様

（
亡　

治　

一
）

福
田　

郁
美
様

（
亡　
　

勲　

）

野
村　

俊
徳
様

（
亡　

年　

春
）

土
居　

光
夫
様

（
亡　

よ
し
子
）

川　

戸

中　

尾

豊
国
原

豊
国
原

長　

内

殿　

所

殿　

所

林　

野

楢
原
上

平　

福

巨　

勢

海　

田

田　

殿

田　

殿

小　

野

鷺　

巣

香
典
返
し

一
般
寄
附

横
野　

政
廣
様

（
亡　

富　

夫
）

浅
浦　

豊
一
様

（
亡　

由
紀
子
）

濵
田　

仁
生
様

（
亡　

大　

生
）

久
安　

滝
子
様

（
亡　

野
澤　

玉
子
）

重
平　

直
樹
様

（
亡　
　

豊　

）

安
藤　

已
治
様

（
亡　

た　

け
）

安
藤　

操　

様

（
亡　

勇　

一
）

加
藤　

妙
友
様

（
亡　

倫　

司
）

山
本　

勝
昭
様

（
亡　

弘　

子
）

丸
山　

慶
之
様

（
亡　

由　

子
）

井
上　

哲
志
様

（
亡　

保　

香
）

小
坂
田　

裕
子
様

（
亡　

重　

廣
）

丸
尾　
　

基
様

（
亡　

恒　

美
）

采
女　

秀
徳
様

（
亡　

昭　

美
）

津
田　

隆
二
様

（
亡　

次　

男
）

山
本　

武
弘
様

（
亡　

高　

志
）

豆　

田

白　

水

株
式
会
社 

レ
イ
テ
ッ
ク
様

小
林　

浩
喜
様

美
作
市
職
員
作
東
地
区
Ｏ
Ｂ
会
様

見
舞
返
し

右　

手

藤
原　

淑
子
様

五　

名

大
聖
寺

土　

居

土　

居

竹　

田

　

奥
真　

神

中　

川

中　

川

岡
山
市

兵
庫
県

小
林　

昭
文
様

（
亡　

静　

江
）

坂
根　

明　

様

（
亡　

勝　

代
）

立
岩　

篤　

様

（
亡　

美
智
枝
）

有
元　

英
子
様

（
亡　

靜　

雄
）

岡
本　

壽
子
様

（
亡　

龍　

二
）

篠
山　

暢
人
様

（
亡　

逸　

美
）

橋
本　

喜
好
様

（
亡　

令　

子
）

小
林　

正
明
様

（
亡　

茂　

子
）

丸
本　

茂　

様

（
亡　

早　

苗
）

中
尾　

賢
一
様

（
亡　

つ
や
子
）

小
林　

昭
夫
様

（
亡　

敏　

子
）

物
品
寄
附

三
倉
田

楢
原
下

楢
原
下

平
田　

博
文
様

（
電
動
機
付
き
三
輪
車
）

角　
　

愼
作
様

（
お
米　

10
㎏
）

角　
　

愼
作
様

（
お
米　

10
㎏
）

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
4
年
3
月
21
日
か
ら

令
和
4
年
5
月
20
日 

受
付
分

4,305,752円
令和4年5月20日現在

豆  田…株式会社レイテック  様
匿名  ３件　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　

「子ども応援夢基金」に寄附をいただきありがとうございます。
引き続き皆様のご協力をお願いいたします。

子ども応援夢基金実績報告

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

社会福祉法人 美作市社会福祉協議会編集・発行

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくる活動です。

〒709-4234 美作市江見280　TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0412 美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509 / FAX（0868）78-3230

大原・東粟倉
地域ステーション

〒709-4234 美作市江見280
TEL（0868）75-3780 / FAX（0868）75-7081

作東地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山401
TEL（0868）72-3677 / FAX（0868）72-3969

美作地域
ステーション

〒707-0113 美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601 / FAX（0868）75-3602

勝田地域
ステーション

〒707-0014 美作市北山390-2     
TEL（0868）73-0330 / FAX（0868）72-7702

総合相談
支援センター

〒701-2604 美作市福本810-2
TEL（0868）74-2488 / FAX（0868）74-3232

英田地域
ステーション
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